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｢説明する力｣を育てる算数の授業
- 6年 ｢分数のたし辞とひき算｣の実践を通して -

杉 能 道 明*

研究の要約

平成20年3月28日に新学習指導要領が告示された｡｢算数的活動を一層充実させ,

基礎的 ･基本的な知識 ･技能を確実に身に付け,教学的な思考力 ･表現力を育て,学ぶ意

欲を高めるようにする｡｣というのが第教科改善の基本方針である｡

中でも目を引くのは,｢数学的な思考力 ･表現力 ｣の文言である｡算数科ではこれまで
も ｢根拠を明らかにし筋道を立てて体系的に考える｣ことは塵祝されてきたOこれに加え

てPISA調査や全国学力 ･学習状況調査等の結果から ｢表現力｣の課題が明らかになっ

たためと考えられる｡｢自分の考えを分かりやすく説明したり,互いに自分の考えを表現

し伝え合ったりすること｣などの指導が充実されることになった｡また,｢算数的活動の
一層の充実｣の方針のもと,算数的活動の例が示されることになったOその中に ｢間腐解

決の方法を考え説明する活動｣が含まれた点も注目すべき点であると考える｡

正に ｢説明する力｣を育てることが重視されることになった｡

本研究では,｢説明する力｣患視の背束を調べ.授業の中でどのように r説明する力｣
を育てていくのか,6年 ｢分数のたし罫とひき算Jの実践を適して追究していきたい｡

1 ｢説明する力｣重視の背景

(1)中央教育審議会答申から

平成20年3月28日に新学習席噂要領が告

示されたhその改訂のもとになった中央教育審

議会答申の中で算数科改善の基本方針が次のよ

うに記述されている｡

算数科改善の基本方針 (要旨)

○界数的活動を一層充実させ,基礎的 ･基

本的な知識 ･技能を確実に身に付け,数量

的な思考力 ･表現力を育て,学ぶ意欲を高

めるようにする｡

○数字的な思考力 ･表現力を育成するため

の指導内容や悟助を具体的に示すようにす

る｡特に,根拠を明らカリこし筋道を立てて

体系的に考えることや,首薬や数,式,6凱

義,グラフなどの相互の関連を理解し,そ

れらを適切に用いて問題を解決したり,旦

分の考えを分かりやすく説明したり,互い
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に自分の考えを表現し伝え合ったりするこ

となどの指串を充実する｡

〇第数的活動を生かした指導を一層充実し,
また,言語活助や体験活動を重視した指導

が行われるようにするために,各学年にお

いて算数的活動を具体的に示すようにする｡

(下線筆者)

この中で目を引くのは,｢数学的な思考力 ･表
現力｣の文言である｡算数科ではこれまでも ｢根

拠を明らかにし筋道を立てて体系的に考える｣

ことは重視されてきた｡これら ｢思考力｣に加

えて ｢表現力｣も塵祝されることになり,｢自分
の考えを分かりやすく説明したり,互いに自分

の考えを表現し伝え合ったりすること｣などの

指導が充実されることになった｡この菅原には,
pISA調査や全国学力 ･学習状況調査等の結

果や課題が影響していると考えられるO

(2)各種学力調査の結果と課題から

中央教育審払会答申によると,PISA調査,
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TIMSS調査,全国学力 ･学習状況調査の結

果から,｢思考力 ･判断力 ･表現力等を問う読解
力や記述式の問題に課題がある｡｣｢読解力や記
述式の問題の無答率が高い｡｣などとしている｡

(3)算数科の目標から

新学習指導要領における節教科の目標は次の

通りである｡

現数的活動を通して,放免や図形につい

ての基礎的 ･基本的な知澱及び技能を身に

付け,日常の寄食について見通しをもち筋

道を立てて考え,表現する能力を育てると

とヰ､に,算数的活動の楽しさや数理的な処

理のよさに気付き,進んで生活や学習に活

用しようとする態度を育てるD(F線聾者)

笛教科の臼標においても,r表現する｣という
言Jlgが付加され,表現力盛観の方向性がうかが

える｡

(4)算数的活動の例示より

第教科改善の基本方針でも潜かれているとお

り,新学習指瀬要領では,各学年において算数

的満動を具体的に示すこととなった｡それらは,

次の3つに分博される｡

○具体物を用いて数丑や図形についての意

味を理解する活動

○知識 .技能を英際の場面で活用する活動

○問題解決の方法を考え説明する情動

これらの中で3つ目の ｢問題解決の方法を考

え説明する活動｣が節数的活動であると明記さ

れたことも注目すべき点であるし,表現力重視

の表れであると考えられる｡

以上のことから,新学習指導要領で ｢表現力｣

重視の方向性が示されたことが明らかになった｡

｢表現力｣は具体的な授業の中では ｢説明する

力｣に置き換えることができると考えるO

次に,授業の中でどのように ｢説明する力｣

を育てていくのか,6年 ｢分数のたし算とひき

算｣の実践を通して追究していきたい｡
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2 ｢説明する力｣を育てる授業改善の視点

(1)単元,カリキュラムの構想

(丑説明の根拠となる既習事項の確実な定着

｢自分の考えを分かりやすく税明するには根拠

と筋道が大切だ,｣と言われるO説明の根拠とな

るのは,習得した知識 ･技能である｡

習得した加持 ･技能は同時に,自分の考えを

もつ際にも活用する既習事項として働く｡

つまり,子どもは,習得した知職 ･技能を活

用して自分の考えをもち,その考えを習得 した

知識 ･技能を根拠に分かりやすく説明していく

のである｡

そのためには,習得 した知批 ･技能はくり返

し学習し確.実に定着させ,使える知識 ･技能に

しておく必要がある｡また,歩数的括り鋸こよる

実感的な理解や,知粍 ･技能のよさも含めて理

解 しておくことが必要であると考えるO

② ｢習得｣と ｢活用｣の位置づけ

習得したことを活用する単元構想,カリキュ

ラム構想が大切であると考える｡

1時間の授業を成功させるためには,1時間

の授業のことだけを考えていてはダメで,単元

構想,カリキュラム構想の中で,本時までに子

どもはどんな知識 ･技能を習得していればよい

のかを明確にしておく必要があるe また,習得

した知識 ･技能を活用する場面も構想しておく

必要がある｡

(2)授業の展開

間借解決型の授業の過程を ｢琵果題をつかむ｣,

｢自力解決する｣,｢練 り上げる｣,｢まとめる｣
の4つと考え,それぞれの過程で大切にしたい

ことを提案したい∩

｢課題をつかむ｣場

○発間の工夫

式の中の難しいところを昂ぬる｡これにより,

未習であるところを明らかにしやすくし,課題

を焦点化しやすくする｡

難しいところがは′)きりしてきたところで,

｢こうなればできるのに)という見通しを発言

させるようにする｡これにより,使える既習事

項がはっきりしたり,離決への工夫の見通 しを

もちやすくしたりする｡

r自力解決する｣巷 ｡
○吹き出しに番き込む活動



計算の仕方を吹き出しの中に書く活動にする｡

これにより,自分の考えをもちやすくする｡

○筋道や根拠を表す言葉の助言

｢まず｣｢次に｣｢最後に｣や ｢～から｣など

筋道や根拠を表す言葉を使 うよう助言する｡こ

れにより,自分の考えをもちやすくするo

O個に応じた支援

机間指導では,子どもの実態に応 じてきめ細

かに助言,称揚,励ましを与える｡これにより,

L]//Jtu),'うえをもナ'やすくするO

｢練り上げる｣場

○板書の工夫

子どもの発言をもとに,子どもの考えを整理

して板書する｡これにより,視覚的によみとり

やすくする｡その際,吹き出しに,｢まず｣｢次
にJ｢最後に｣などの筋道を表す言葉や,根拠を
表す言葉を入れるようにする｡

○繰り返し説明する活動

計算の仕方の鋭明は一度するだけでなく.ち

んなで口に出して何度も繰 り返 し説明する活動

にする｡これにより,説明の仕方に1iTれやすく

するr

O活用する場の設定

話し合いで説明の仕方が確かになったところ

で,数値も変えた他の計算の仕方も説明する活

動を取り入れる｡これにより,定着を図りやす

くする｡

｢まとめる｣場

○振り返りの視点の提示

｢分かったこと,できたこと,使った考えを

黒板を見ながら薫いてみよう｡｣r友達のよかっ
たところ,これからさらにしてみたいことを憑

いてみよう｡｣等視点を与えて,ノー トなどに継

続的に書く活動を取V)入れるようにするOこれ

により,自分の成長を振り返りやすくするC

O子どもの成長の称揚

授業の中で子どもが成長したことを,教師が

しっかり称揚する｡これにより,自分の成長に

気づきやすくする0

3 授薬の実際

(1)単元名 6年 ｢分数のたし算とひき辞 ｣

(2)本時で身に付けさせたい ｢説明する力｣

等しい分数のつくり方や通分の仕方をもとに,

｢酎立分数のいくつ分｣の考え方で異分母分数

のひき算 ･たし算の計算の仕方を説明すること

ができるD

(3)本時までに身に付けておきたい知織 ･

技能

①等しい分数のつくり方が分かり,等しい分数

をいくつもつくることができること

(約分や倍分も含む｡｢分数は姿を変えても (分

子分母の数が変速)っても)大きさが等 しい分数

をいくつもつくることができる｣という分数の

よさも感じ取らせておきたい.)

②通分の仕方が分かり.できるだけ分粒の最小

公倍数を分母にして通分ができること

③同分母分数のひき界 ･たし算の計算の仕方を

｢単位分数のいくつ分｣で説明できること

(4)本単元の目標

○分数で表すよさが分かり,進んで分数の性質

を調べたり,晃分母分数のひき節 ･たし第の

計算の仕方を考えようとしたりする｡

(関心･意欲 ･態度)
○等 しい分数のつくり方や通分の仕方を活用し

て,異分母分数のひき第 ･たし算の計算の仕

方を考えることができる｡

(数学的な考え方)

0異分母分数のひき第 ･たし算を正確に計算で

きる｡ (表現 ･処理)

0等しい分数とその性質を知り,分数の約分,

通分が分かる｡ (知弧 ･理解)

(5)単元計画 (全9時間)

第 1次 異分riI分数の大きさ比べ

第 1時 ｢分母がちがう分数の大きさの比べ

方ひき算やたし算の計算の仕方を考

えようO｣という単元の課題づくり

第2時 等しい分数のつくり方

第3時 約分の意味と仕方

笥4時 通分の意味と仕方

第5時 最小公倍数を使っての通分

第2次 異分母分数ののひき第 ･たし第

第 1時 異分母分数のひき第 - ･(本時)

第2時 鼻分母分数のたし算

第3次 まとめと問題づくり (2時間)
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(6)本時の目標

3/4-2/3などの異分母分数のひき算の

計算の仕方を考え,話し合う中で,｢分母 (単位)
がちがうときは通分して分母 (単位)をそろえ

て計算すればよい｣ことに気づき,｢まず,3/
4と2/3を通分して,9/12と8/12｡

次に,1/12が (9-8)二で1/12｡｣な

どと計算の仕方を説明することができる｡

(数学的な考え方)

(7)本時の展開

学習7-E･動1

問題を知り,本時の課越をつかむ｡

指導の工夫①

式の中の難しいところをく.I,ねる,これに

T (問題 rジュースが,㊨の入れものに3/

4且,0の入れものに2/3見入っています
らがいは何 色ですか ｣を板ifoそ0)際,3/

4且,2/3且の滴故国も示した｡)

C 式は3/4-2/3です.2つのちがいを

もとめるからですD

c 質問9どうして2/3-3/4ではないの

ですか

C 榊を見ると2/3と3/4では2/3の方

が大きいからです｡

式が3/4-2/3になることがはっきりし

たところで,計算もすぐできるかと尋ねた｡子

どもたちが難しそうな顔をしたので,次のよう

に問いかけたO

T すぐには計算できないよという顔をした人

がいるけど,この式のどこが難 しいのかな,

C 分舟が適 うから煤しいです.

C 単位がバラバラだから難しいです｡

T 分母が違うところが憎たらしいと言ってい

るんだね｡分母がどうなったらいいのですか｡

C 分母が同じになったらいいですu

C 分母を同じにするのは通分するということ

だと思います｡

C 通分して計算するとできると思います.

こうして.子どもたちは,｢通分して3/41
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2/3の計第の仕方を考えよう｡｣という本時の

課題をつかむことができた｡

学習活動2

指導の工夫②

計算の仕方を吹き出しの中に恐く活動に

する｡これにより,自分の考えをもちやす

くする｡

指導の工夫③

｢まず｣｢次にJr最後に｣や ｢～から｣
など筋道や根拠を表す言葉を使 うよう助言

する｡これにより,自分の考えをもちやす

く.｣るO

指導の工夫④

机間指導では,+どらの実態に応じてき

め細かに助言,称揚,励ましを与える｡こ

れに上り,自分の考えをもちやすくするO

計第の仕方は.ノー トに嘗いた式の近くに吹

き出しをLtき,その中に雷く活動にした｡また,

｢まず｣｢次に｣｢Jrlfi･後に｣などの筋道を表す言
燕や,｢～から｣など根拠を表す言非を入れるよ
う助言した,

また,机間指導では,次の点に留諒した｡

･考えが進みにくい子どもには,｢分母を12に
してみよう｡｣と助言した｡

･通分の(上方を忘れている子どもには,｢分別こ
だけ3 (4)をかければよいのかな.,｣と助言

したっ

･計算ができている子どもに托,｢まず,次に.
などの言葉を使って説明できるようにしてお

こう,jと助言したっ

･｢モず,次にJなどの言葉を使って計算の仕方

を説明できている子どもは,｢分かりやすく説
PJ)できているね,｣と称揚 したG

以上のような括輔により,子どもは,ノー ト

に次のような説明をiJ-.;くことができたO



全員で口に出して説明する活動を取り入れた｡

子どもたちは,何度も口に出して説明するうち

に,説明の仕方にも悦れることができたO

また,席の隣同士で交代で説明し合 う活動も

取り入れ,全員が口頭で説明できるようにした｡

学習活動3

指導の工夫6)

子どもの発言をもとに,子どもの考えを

整理して枝番する｡これにより,視覚的に

よみとりやすくする｡

指導の工夫⑥

計算の仕方の説明は一度するだけでなく,

みんなで口に出して何度 i,繰り返し説明す

る活動にするCこれにより,説明の仕方に

慣れやすくする｡

3/4-2/3の計節の仕方を話し合う際に

は,子どもの発言をもとに.子どもの考えを整

理して次のように板苫したO

分付がちがうから耕

3 2 9
まず,通分して

4 3 12 12

次 に , JTf が

(9- 8 )こで

最後に約分チェック

さらに,板書を見たり,rまず｣｢次に｣｢最後
に｣以外の板書の言薬をかくしたりしながら,

L

指導の工夫⑦

話し合いで説明の仕方が確かになったと

ころで,数値を変えた他の計算の仕方も説

明する活動を取り入れる○これにより,定

3/4-2/3の計節の仕方が分かってきた

ところで,2/3-3/5,4/3-5/6な

どの計第の仕方を説明する活動を取り入れた｡

子どもは,板書を参考に,｢まず｣｢次にJ｢最
後にJの言葉を使いながら計算の仕方を説明す

ることができた｡

指導の工夫⑧

活用したことを振り返る場を設定するC

これにより,既習事項を活用するよさや臼

｢分かったこと,できたこと,使った考えを

黒板を見ながら書いてみよう｡｣｢友達のよかっ
たところ.これからさらにしてみたいことを逝

いてみよう｡｣等視点を与えて,ノー トに木崎の

学習を振り返る場を設定した｡

子どもは,｢習った通分や約分を使うことで計
算の仕方を説明することができました｡J｢分数
の計第の説明はかんべきになりました｡｣｢初め
はよく分からなかったけど,Aくんの説明を聞

いて自分も説明できるようになりました亡｣｢今
日は分数のひき算だったから,次は分数のたし

辞の計罪をしてみたいC｣などと習得した約分や

通分を披うよさに気づいたり,友達のよさに気

づいたり,次の学習への意欲を番いたりするこ

とができた｡
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指導の工夫⑨

子どものよさを称揚するoこれにより,

既習事項を活用するよさや自分の成長に目

股後に,教師が,｢今日は,今まで習ったこと
のない3/4-2/3などの分数のひき第の計

算の仕方が説明できるようになったね｡習った

通分や約分をうまく使ってできて素晴らしかっ

たよ｡lと称揚すると,子どもたちはうれしそう

だったC自分の成長が自覚できて自信がもてた

ようだった｡

4 結果と考察

r説明する力｣重視の背景を朋べ,授業の中

でどのように ｢説明する力｣を育てていくのか,

6年 ｢分数のたし算とひき算｣の実践を通 して

考察した｡

主に j~授業の展開｣の視点から振 り返ったが,

様々な指導の工夫は葡効だったと考える｡

さらに,r単)元,カリキュラムの構想Jの視点
から考察してみたい｡

本学級の児童は,アンケー トの結果,｢算数の
勉強け大切だ｡｣｢将来役に立つ｡｣と考える割合
は高い (打定的反応はそれぞれ,92%,97

%)ちのの,罪数の学習に対する意欲は高くは

ないのが現状である｡5年生で学習した同分母

分数のたし第 ･ひき掛 こついては,計劉 ま正確

にできる児戯が多い｡ただ,計諒の仕方を ｢単

位分数のいくつ分｣で説明することができる児

志は少数であったOまた,倍数と約数の芋粥で

は,倍数を求める方を好み,正確に求めること

ができるようになってきた｡ しか し,公倍数を

求める際には,計算間違いをしたり,求める過

程をうまく説明できない児童も少数いた｡

そこで,｢本時までに身に付けておくべき知液
･技能は何か｣という視点で考え,本単元に入

る前には,公倍数の求め方や,｢を酎立分数のいく
つ分｣で計算の仕方を説明することを復習し,

定着を図った｡

また,本単元では,｢分数のよさ｣も実感 しな
がら学習していく子どもを育てたいという考え
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から,｢分数の大きさ比べ｣ゲームから導入を図
ったO子どもは,ゲームをしながら,｢分母 (単
位)が同じ分数はすぐ大きさが比べられる｡｣｢1
とだったら大きさがすぐ比べられる｡｣｢分母も
分子もちがう分数はすぐには大きさが比べられ

ない｡｣｢分母も分子もちがう分数でも, ; と
‡ のように,大きさが等しい分数がある｡｣な
どに気づくことができたdその気づきを整理 し

て,単元の課)宙を ｢分Tlがちがう分数の大きさ

の比べ方やひき筋やたし算の計算の仕方を考え

よう｡｣と決めた｡

解決が易 しそうな ｢等 しい分数づくり｣から

学習を始め,｢どちらが大きいか.どれだけ大き
いか｡｣を考えていく中で,学習したことを活用

して,ひき節などの計算ができるようにしてい

きたいと考えた｡

子どもは,分数の大きさ比べをする中で,｢分
数は等 しい分数をいくつでもつくることができ

る｡｣｢分数は大きさを変えないで分母や分子の
数をいろいろに変えることができる｡｣｢通分す
れば分数U)大きさ比べができ,どれだけ大きい

かも分かるC｣など分数のよさを実感 したり,自

己の成長を実感 したりすることで学習意欲も継

続 したと考える｡

単元の中で,分数のよさを感 じ取りながら通

分や約分の学習を進めることができたと考える｡

そのことが.本時の計算の仕方を ｢考え説明す

る｣活動に有効に働いたと考えるb

新学習指呼要領で盛祝されることになったr説

明する力｣｡ナビもたちがこれからの社会を生き

ていくための大切な力であることに間違いない｡

今後も,｢説明する力Lを育てる授業実践を稚み
重ねていきたい｡
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